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■きいて、みて、しって 見本市。

■エフブンノイチ「ひだまりのギフト展」開催
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1月の今野先生による
アートワークショップでは、
今年の目標をテーマにし
た書き初めをしました。

障害者福祉施設商品の協働アンテナ
ショップ<エフブンノイチ>で「ひだまりの
ギフト展」が開催されます。日頃の感謝の
気持ちにぴったりなギフトがきっとあるはず。
Aiでは菓子パッケージのコラボ商品を扱っ
ておりますのでどうぞお立ち寄りください。

■楽楽楽文化祭2021の様子

オモテの作品：  作 :KASUMI
明るくポップな画風が人気の KASUMI さんの個展が、2 月 27 日か
らオンラインにて開催されます。オープニングにはオンライントー
クイベントも行われますのでどうぞご期待ください。

■「アートワークの時間」

楽楽楽文化祭の
様子は

YouTubeで
▼

主催：公益財団法人仙台ひと・まち交流財団、仙台太白区文化センター
共催：一般社団法人アート・インクルージョン

今年はコロナ禍で開催した楽楽楽文化祭。一番町 Ai スタジオからス
タッフのパフォーマンス披露し、そして長町会場では現地とつなぐ配
信スタジオを作りライブ中継しながら、ワークショップやマルシェでの
販売など , ご来場された皆さんと楽しい時間を過ごしました。

障害のある人の芸術文化活動をきく、みる、しる3日間
オンライン見本市でたくさんの人・モノ・ことに
出会いませんか。「障害のある人と芸術文化
活動」に関する多様な個人・団体・活動を紹
介するこの見本市。今年はオンラインでの開
催となります。表現する人たちの様子を知り
たい、芸術文化活動の機会や場を探してい
る、活動の相談先を探しているなど、次の一
歩を踏み出すヒントとして、各プログラムを楽
しみ、新たな出会いの場となります。

障害のある作家と、彼らとともに協働するアーティストが登場します。作品
をかたる、制作風景をかたる、共有している時間をかたる、映像を通してか
たる…。宮城発のアーティストトークをお楽しみください。

プログラム１［アーティストトーク］

かたるSOUP

宮城の団体が、活動の現場から「あってみたい・みにいきたい・はなしてみ
たい」県外の活動実践者と話をするトークライブです。 

プログラム 2［宮城の活動×全国の活動のクロストーク］

ひらけSOUP

「障害のある人と生涯学習」「芸術文化と社会包摂」をキーワードにして
オンラインセミナーを実施します。

プログラム 3［障害のある人たちのまなび×学び芸術文化］

まなぶSOUP

人形劇の上映のあとは、アフタートークとして2年間のワークショップを振
り返ります。

プログラム4［スペシャルコンテンツ］

みんなでつくるよ！広場の人形劇

詳しい情報と
YouTube配信先はこちら▶
http://soup.ableart.org
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